
〇
弥
富
市
最
大
の
投
資
事
業
、

弥
富
駅
自
由
通
路
・
J
R
橋
上

駅
舎
化
が
、
若
い
世
代
に
説
明

し
意
見
を
聞
き
同
意
を
得
て
い

る
か
、
以
下
を
問
う
。

問

若
い
世
代
の
何
割
が
、
こ

の
事
業
の
内
容
と
費
用
負
担
額

を
理
解
し
合
意
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
か
。

答

建
設
部
長
第
2
次
弥
富

市
総
合
計
画
の
主
要
施
策
な
ど

将
来
計
画
に
位
置
付
け
、
議
会

に
報
告
し
、
議
決
を
経
て
、
市

の
方
針
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
。

問

若
い
世
代
に
と
っ
て
、
山

積
す
る
課
題
の
中
で
弥
富
駅
自

由
通
路
・
橋
上
駅
舎
化
を
最
重

要
課
題
と
し
て
選
択
す
る
と
考

え
て
い
る
か
。

答

本
市
の
重
要
課
題
と
し
て

第
2
次
弥
富
市
総
合
計
画
の
主

要
施
策
に
掲
げ
、
鉄
道
事
業
者

と
の
協
議
を
重
ね
、
議
会
に
報

告
し
、
議
決
を
経
て
市
の
方
針

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。

問

市
の
予
算
編
成
を
30
代
か

ら
40
代
の
職
員
が
中
核
と
な
る

よ
う
に
改
善
し
、
活
気
と
ス

ピ
ー
ド
感
を
出
し
て
、
市
の
組

織
の
若
返
り
を
。

答

総
務
部
長
予
算
編
成
は

全
世
代
の
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
活
躍
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

問若い世代に
まちづくりを託せ

答更にスキルを身に
つけて取り組む

問

弥
富
市
総
合
計
画
の
後
期

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
計
画

を
実
行
に
移
す
た
め
の
継
続
的

な
審
議
会
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

答

総
務
部
長
常
に
事
業
自

体
や
実
施
方
法
の
見
直
し
を
図

り
、
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
な

げ
て
い
る
の
で
、
継
続
的
な
審

議
会
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問

次
の
総
合
計
画
策
定
作
業

の
前
に
、
地
区
別
の
地
域
づ
く

り
・
地
域
振
興
計
画
を
検
討
し

策
定
す
べ
き
で
は
。

答

後
期
基
本
計
画
策
定
の
基

礎
的
資
料
と
す
る
た
め
の
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
平
均
的
に
意

見
が
集
ま
っ
た
の
で
、
地
区
別

の
策
定
は
考
え
て
い
な
い
。

問

自
治
会
活
動
な
ど
を
支
援

す
る
「
地
域
活
動
団
体
な
ど
の

活
動
拠
点
施
設
」
の
進
捗
は
。

答

市
民
生
活
部
長
年
内
に

工
事
完
了
予
定
。
令
和
7
年
4

月
「
や
と
み
っ
け
ベ
ー
ス
」
の

一
部
業
務
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し

て
い
く
計
画
。

▲やとみっけベース

問

み
ん
な
の
話
し
合
い
を
促

進
し
意
見
を
ま
と
め
て
い
く

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
人
材
を
、

中
学
生
以
上
を
対
象
に
養
成
し

世
代
交
代
を
進
め
て
は
。

答

令
和
6
年
に
設
立
し
た

N
P
O
法
人
ヤ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
核
と
な
り
、
市
民
を
巻
き

込
み
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
で
き
る
の
で
は
と
考
え

て
い
る
。

佐藤 仁志 議員
新しい風やとみ

将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
合
意
を

問

若
い
世
代
だ
け
で
な
く
全
世
代
に

答▲ 中期財政計画における
投資的事業
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お
し
ら
せ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問


